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令 和 5 年 6 月 1 4 日 判決 言 渡 同日 原本 領収 裁判 所 書記 官 
令 和 5 年 ( ワ ) 第 2 002 号 損害 賠償 請求 事件 
口頭 弁論 終結 日 令 和 5 年 5 月 24 日 


判 決 
XX0202020202020<020202@ 
原 千 2 の 2@2020<@<@ 
同 訴訟 代理 人 胡 護 士 高 橋 雄一 郎 
0202020202020202020202020202 ぐ 26<《 
披 和 伊 藤 春 看 
同 訴訟 代理 人 弁護 二 福 永 活 也 
EE 


1 被告 は 、 原 告 に 対し 、1 1 万 円 及び これ に 対す る 令 和 5 年 2 月 4 日 か ら 支 払 
済み まで 年 3 分 の 割合 に よる 金 員 を 支払 え 。 
2 原告 の その 余 の 請求 を 棄却 する 。 
3 訴 訟 費用 は 、 こ れ を 1 0 0 分 し 、 その 39 7 を 原告 の 負担 と し 、 その 余 を 被告 
の 負担 と する 。 
4 この 判決 は 第 1 項 に 限り 仮に 執行 する こと が で きる 。 
事実 及び 理由 
第 上 請求 
被告 は 、 原 告 に 対し 、 3 3 0 万 円 及び これ に 対す る 令 和 5 年 2 月 4 日 か ら 支 
払 済み まで 年 3 分 の 割合 に よる 金 員 を 支払 え 。 
第 2 事案 の 概要 
本 件 は 、 被 告 が ツイ ッ タ ー (ツイ ー ト と 称 さ れる 短文 の 投稿 を 共有 
する ウェ ブ 上 の 情報 サー ビス ) 上 に 原告 の な りす まし アカ ウン ト (以下 「 本 件 
アカ ウン ト 」 と いう 。) を 作成 し 運用 し た こと 、 被 告 が 本 件 アカ ウン ト を 作成 


し た こと が 明らか で ある の に が 信 生 に 本 件 アカ ウン ト を 作成 され た 計 記 
ll 
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赦し た 投稿 が 枝 告 の 名 状 権 を 俣 害する と し て 州 訟 (以下 「 前 訴 」 と いう 。) を 

提起 し た こと に よっ て 損害 を 被っ た と 主張 し て 、 被 告 に 対し 、 不 法 行 為 に 

き 、3 3 0 万 円 及び これ に 対す る 不法 行為 の 後 の 日 で ある 令 和 5 年 2 月 4 日 ( 訴 

状 送達 の 日 の 翌 日 ) か ら 支 払 済み まで 民 清 所 定 の 年 3 分 の 割合 に よる 遅延 損害 

金 の 支払 を 求め る 事案 で ある 。 「 
前 提 事 実 (当事者 間 に 争い が な い 又 は 後 掲 各 証拠 若しくは 弁論 の 全 趣 旨 に よ 
り 容 易 に 認定 で きる 。) 

(1) 当事者 

ア 所 告 は 納 攻 緒 較 | イッ クー の アカ ウン ト (@necopippipi、@o 
moshiropipipi、 議 織 給 閉 筑 ) で 匿名 の 投稿 を 行っ て いる 。 

イ 被告 は 、「 は あ ち ゅ う 」 と いう ニッ ク ネ ー ム で 、 長 年 、 ブ ロガー や 作家 
等 の 活動 を 行っ て お り 、 多 数 の 書籍 を 出版 し て いる ほか 、 被 告 の 開設 する 
ツイ ッ タ ー の アカ ウン ト (@ha-chu) は 2 3 万 人 以上 の フォ ロワ ー を 有 し て 
いる 。 

(2) 本 件 アカ ウン ト の 作成 等 

ア 被告 は 、 令 和 2 年 9 月 頃 、 ツ イッ ター 上 に 、「 お も し ろ お じ び び 」 較 
較 寺 紅 紅 | いう アカ ウン ト (本 件 アカ ウン ト ) を 作成 し た 。 「 

イ 本 件 アカ ウン ト の アイ コン に は 、 原 告 の 顔 写真 が 使用 され 、 原 告 の ツイ 
ッ タ ー の アカ ウン ト (@omoshiropipipi) で の 投稿 が 背景 画像 に 設定 され て 
いる 。 プ ロフ ィ ー ル 欄 に は 、「 趣 味 は 児童 虐待 通報 」 と 記載 され て いる 

ウ 本 件 アカ ウン ト に は 、 原 告 の 氏名 、 原 告 の 顔 写真 (モザ イク が か けら れ 
て いる も の も ある 。) 、 原 告 の 出身 地 、 年 齢 、 血 液 型 、 職 務 経歴 、 メ ー ル 
02 スイ スク シン クン ククル (ひい レク スク 0 の 0 の 0 の 0 20 2 の 
原告 の 個人 事業 に 係る ウェ ブサ イト へ の リン ク 等 の 情報 が 投稿 され て い 
の ゅ 。。 ( 略 46 、 2 89 


エ 原告 は 、 令 和 2 年 9 月 1 4 日 頃 、 本 件 アカ ウン ト の 存在 を 知り 、 直 ち に 
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ツイ ッ タ ー 社 に 報告 し た 。 本 件 アカ ウン ト は 、 同 年 10 月 15 日 、 ツ イッ 
ター か ら 削 除 さ れ た 。 ( 甲 7 の 1、 の 2) 
(3) 前 訴 の 内 容 、 経 紳 等 

ア 被告 は 、 令 和 4 年 10 月 2 6 日 、 原 告 に 対し 、 原 告 が ツイ ッ タ ー 上 に 被 
告 の プラ イバシー 権 、 名 誉 権 及 び 名 準 感情 を 侵害 する 投稿 を 行っ た と し て 、 
不法 行為 に 基づく 損害 賠償 と し て 5 0 万 円 (1 3 7 万 円 の うち の 一 部 請求 ) 
及び 遅延 損害 金 の 支払 を 求め る 訴訟 (東京 地方 裁判 所 令 和 4 年 (の 第 2 7 1 
0 1 号 。 前 訴 ) を 、 東 京 地方 裁判 所 に 提起 し た 。 被 告 が 名 営 権 の 侵害 に 当 
た る と 主張 し た 投稿 の 中 に は 、「 そ うい えば 、 は あ ち ゅ うに 酷い な りす ま 
し アカ ウン ト を 作ら れ た こと が あり まし た ね ・・・」 と いう 投稿 (以下 「 本 
件 掃 稿 」 と いう 。 ) も 含ま れ て いた 。 ( 甲 1 0) 

イ 原告 は 、 前 訴 で 提出 し た 令 和 4 年 11 月 11 日 付け 答弁 書 及 び 同 月 18 
日 付け 被告 準備 書面 (1) で 、 本 件 アカ ウン ト を 被告 が 作成 し た こと を 主張 立 
証し た が 、 被 告 は 、 こ の 事実 を 否認 し 、 本 件 アカ ウン ト は 原告 が 作成 し た 
可能 性 が ある な ど と 主張 し た 。 ( 甲 1 1、1 2) 

ウ 原告 は 、 前 訴 で 提出 し た 令 和 4 年 1 2 月 9 日 付け 被告 準備 書面 (2) で 、 本 
件 アカ ウン ト 作 成 に 利用 され た メー ル ア ドレ ス が 被告 の 電話 番号 と 紐 付 
いて いる こと を 主張 立証 し た と ころ 、 被 告 は 、 同 日 、 本 件 投稿 に 係る 訴え 
の 取下げ を し 、 同 月 1 2 日 、 前 訴 の 裁判 官 の 訴訟 指揮 に 応じ 、 本 件 投稿 に 
係る 請求 の 放棄 を し た 。 ( 甲 1 4 て 16) 

エ 東京 地方 裁判 所 は 、 令 和 5 年 1 月 3 0 日 、 被 告 の 請求 を 一 者 認め (5 つ 
の 投稿 の うち 3 つ に つい て 、 被 告 の プラ イバシー 権 や 名 営 感 情 を 侵害 する 
も の と 認め た 。) 、 原 告 に 対し 、4 0 万 円 及び 遅延 損害 金 を 被告 に 支払 う 
よう 命ずる 判決 を 言い 渡し た 。 ( 乙 3) 


机上 5 


1) 不法 行為 の 成否 


(2) 


損害 額 


3 争点 に 関す る 当事者 の 主張 の 要旨 


1) 


争点 (1) (不法 行為 の 成否 ) に つい て 
(原告 の 主張 ) 「 
ア 本 件 アカ ウン ト の 作成 ・ 運 用 に つい て 
本 件 アカ ウン ト の 作成 は 、 原 告 の 人 格 の 同一 性 を 偽る 行為 で あり 、 違 法 
で ある 。 本 件 アカ ウン ト に は 、 原 告 の 顔 写真 の ほか 、 生年 月 日 、 出 身 地 、 
血液 型 、 職 務 経 歴 、 メ ー ル アド レス 、 各 種 ツ ノー シャ ルネ ッ ト ワ ー キ ング サ 
ービス アカ ウン ト な ど 、 原 告 の 個人 情報 が 投稿 され て いる 。 これら 投稿 に 
より 、 原 告 の 肖像 権 、 プ ライ バシ ー 権 が 侵害 され た 。 ま た 、 本 件 アカ ウン 
ト に は 、「 趣 味 は 児童 虐待 通報 」 と 記載 され て いる と ころ 、 当 該 記載 は 
原告 の 社会 的 評価 を 低下 させ る も の で 、 多 谷 権 を 侵害 する も の で ある 。 
イ 前 訴 の 提起 に つい て 
本 件 アカ ウン ト は 被告 が 作成 し て お り 、 本 件 投稿 に 違法 性 が な いこ と は 
明らか で ある 。 被 告 は 、 前 訴 で 本 件 投稿 名誉 駿 損 に 当たる と 主張 し た が 、 
被告 の 主張 し た 権利 が 事実 的 、 法 律 的 根拠 を 欠く こと は 明らか で あり 、 被 
告 は その こと を 知り な が ら 訴 訟 提起 を し て いる 。 よ っ て 、 前 訴 は 不当 訴訟 
に 当たる 
(被告 の 主張 ) 
ア 本 件 アカ ウン ト の 作成 ・ 運 用 に つい て “ 
本 件 アカ ウン ト は 、 他 者 の 投稿 を その まま 転載 する の み で 、 オ リ ジ ナ ル 
_ な 表現 内 容 は ほぼ な く 、 趣 旨 ・ 内 容 等 が 不明 な アカ ウン ト で あっ て 、 特 段 、 
原告 の 人 格 の 同一 性 を 偽っ て いる と は いえ な い 。 原 告 は 、 自 身 の 様々 な ホ 
ー ム ペー ジ に お いて 、 出 身 地 、 血 液 型 、 職 務 経 歴 、 メ ー ル アド レス 、 各 種 
選 ジ 2 クレ ネン シンド の ニポン ク の KA / カウ クン ト と の の の つろ 


原告 の プラ イバシー 侵害 も な い 。 「 趣 味 は 児童 虐待 通報 」 と の 記載 は 、 原 
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告 の 社会 的 評価 を 低下 させ る も の で は な い 、。 
イ 前 訴 の 提起 に つい て 
本 件 投稿 は 、 何 ら 具 体 性 が な く 、 被 告 は 真実 性 の 検討 の し よう が な か っ 
ogaAinhNeM 導 Ye 
性 阻 却 事由 が 優 に 認め られ る と は いえ な い 。 よ っ て 、 前 訴 は 不当 訴訟 に 
当ら RU 
(2) 争点 (2) (損害 額 ) に つい て 
(原告 の 主張 ) 
ア 本 件 アカ ウン ト の 作成 ・ 運 用 に つい て 
原告 は 、 被 告 に よる 本 件 アカ ウン ト の 作成 に よっ て 、 約 1 か 月 間 、 強 い 
不安 を 感じ 続け る と と も に 、 社 会 的 評価 の 低下 に 悩ま され た 。 その 精神 的 
損害 は 2 5 0 万 円 を 下らない 。 弁 護 士 費 用 相当 額 の 損害 は 2 5 万 円 を 下 ら 
な い 。 
イ 前 訴 の 提起 に つい て 
原告 は 、 被 告 の 提起 し た 前 訴 の 応 訴 を 強い られ 、 代 理 人 の 選任 及び 証拠 
収集 を 余儀 な くさ れ 、 強 い 不安 を 感じ た 。 そ の 経済 的 ・ 精 神 的 損害 は 5 0 
万 円 を 下らない 。 弁護 士 費 用 相当 額 の 損害 は 5 万 円 を 下らない 。 
(被告 の 主張) “ 
争う 。 
第 3 当 裁 判 所 の 判断 
1 争点 (1) (不法 行為 の 成否 ) に つい て 
1) 本 件 アカ ウン ト の 作成 ・ 運 用 に つい て 
ア 被告 は 、 本 件 アカ ウン ト を 作成 ・ 運 用 し て いる と ころ 、 前 記 前 提 事実 の 
と お り 、 本 件 アカ ウン ト は 、 ア イコ ニン に 原告 の 顔 写真 が 用 いら れ 、 原 告 の 
ツイ ッ タ ー の アカ ウン ト で の 投稿 が 背景 画像 に 設定 され て いる ほか 、 原 告 


の SNS で の 他 の 投稿 を 転載 する な ど し て いる こと が うか が える も の で あ 
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り ( 甲 5) 、 あ た か も 、 原 告 が 作成 し 、 原 告 が 運用 する も の で ある か の よ 

に 振る 舞う も の と いえ 、 原 告 に な りす ます も の と 認め られ る 。 

披 告 は 、 本 件 アカ ウン ト を 使用 し て 、 原 告 の 顔 写真 の ほか 、 原 和 の 出 身 
地 、 年 齢 、 血 液 型 、 職 務 経 歴 、 メ ー ル アド レス 、 フ ェ イ ス ブ ッ ク 、 ツ イッ 
ター 及び イン スタ グラ ム の アカ ウン ト 、 原 告 の 個人 事業 に 係る ウェ ブサ イ 
ト へ の リン ク 等 の 情報 を 投稿 し て いる 。 人 は 、 自 己 の 容 ぼ う 、 姿 態 を 撮影 
され た 映像 や 画像 を みだりに 公表 され な い 人 格 的 利益 を 有 し て いる と ころ 、 


本 件 に お いて 、 原 告 の 顔 写真 の 公表 の 必要 性 は 認め 難い 上 、 公 表 の 態様 が 


イン ター ネッ ト を 利用 する 者 で あれ ば 誰 で も 閲覧 可能 な ツイ ッ タ ー へ の 投 
稿 と いう 形 で あり 、 原 告 の 顔 写 真 が 拡散 する 可能 性 も 高い と いう こと 等 か 
ら す る と 、 社 会 生活 上 受 妨 の 限度 を 超え る も の と し て 、 原 告 の 肖像 権 を 侵 
害する も の と いえ る 。 ま た 、 原 告 の 出身 地 や 年 齢 等 上 記 の 情報 は 、 原 告 の 
個人 情報 で あり 、 プ ライ バシ ー 権 を 構成 する も の と いえ 、 被 告 が 、 原 
プラ イバシー に 係る 情報 に つい て 、 本 件 アカ ウン ト を 使用 し て 投稿 し た こ 
ど と ば 、 原 告 の プラ イバシー 権 を 侵害 まる も の と いそ る た だ しかり 、 彼 告 の 
主張 する と お り 、 原 告 の これ ら の 情報 は 、 原 告 自身 が 運営 する ホー ムペ ー 
ジ 等 に よっ て 公表 され て いる こと が 認め られ る けれ ども ( 甲 4、 乙 2 の 1 
ー2 の 5、5①、@②) 、 肖 像 や プラ イバシー に 係る 情報 は 、 人 格 を 形成 す 
る 基礎 で あっ て 、 人 は 、 上 肖像 や プラ イバシー に 係る 情報 を 他人 に 冒 用 され 
な い 権利 を 有 し て いる と いう べき で ある か ら 、 上 記事 実は 、 上 記 認定 を 左 
太 す る も の で ある と は 認め られ な い 。 こ の 点 は 、 原 告 の 損害 額 を 算定 する 
に 当たっ て 考慮 する の が 相当 で ある 。 


ウ 本 件 アカ ウン ト の プロ フィ ー ル 欄 に は 、「 趣 味 は 児童 虐待 通報 」 と 記載 


され て いる 。 一 般 の 閲覧 者 の 普通 の 注意 と 読み 方 を 基準 と する と 、 当 該 
載 は 、 本 件 アカ ウン ト の 持ち 主 は 、 児 童 虐待 の 通報 を 楽し み と し て 愛好 し 


て いる と 理解 され る と いえ る 。 し か し な が ら 、 児 童 虐 待 の 通報 自体 は 、 何 
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(2) 


ら 違 法 ・ 不 当 な 行為 で は な いか ら 、 こ れ を 愛好 し て いる か ら と いっ て 、 当 

該 人 物 の 社会 的 評価 が 当然 に 低下 する と は 認め られ な い 。 よ っ て 、 上 記 記 

載 が 、 原 告 の 名 準 権 を 侵害 する も の と まで は 認め られ な い 。 

前 訴 の 提起 に つい て 

被告 は 、 本 件 投稿 が 被告 の 名 準 権 を 侵害 する と し て 、 前 訴 を 提起 し て いる 
本 件 投稿 の 内 容 は 、 被 告 に に な りす まし アカ ウン ト を 作成 され た と いう も の で 
あり 、 な りす まし アカ ウン ト の 作成 は 違法 ・ 不 当 な 行為 で や る か ら 、 本 件 投 
稿 の 内 容 は 、 被 告 が 違法 ・ 不 当 な 行為 を 行う 人 物 で ある と の 事実 を 摘 示す る 
も の と いえ 、 被 告 の 社会 的 評価 を 低下 させ る も の で ある と いえ る 。 し か し な 
が ら 、 被 告 が な りす まし アカ ウン ト で ある 本 件 アカ ウン ト を 作成 し た こと は 
事実 で あや る か ら 、 本 件 投稿 の 主要 部 分 は 真実 で ある 。 ま た 、 な りす まし アカ 
ウン ト を 作成 する こと は 、 違 法 ・ 不 当 な 行為 で も り 、 人 格 を 偽っ た 投稿 が さ 
れる 危険 の 高い 行為 で も る か ら 、 本 件 投稿 の 内 容 は 、 事 実 の 公共 性 が あり 、 
公益 目的 を も っ て 投稿 され た と 認め られ る 。 そ うす る と 、 本 件 投稿 に は 違法 
性 阻 却 事由 が 認め られ 、 名 誉 山 損 に 当たら な いこ と は 明白 と いえ る 。 そ し て 、 
本 件 アカ ウン ト を 作成 し た の は 、 他 な ら ぬ 被告 自身 で ある か ら 、 被 告 は 、 当 
然 、 本 件 投稿 が 名 誉 骨 損 を 構成 する 事実 的 、 法 律 的 根拠 を 欠く こと を 認識 し 

て いた と 認め られ る 。 そ うす る と 、 前 訴 の うち 、 本 件 投稿 が 被告 の 名 誉 権 を 


侵害 する と 主張 し た こと は 、 裁 判 制度 の 趣旨 目的 に 須 ら し て 著しく 相当 性 を 


2 
1) 


欠く と いえ 、 不 法 行為 に 当たる と 認め られ る 。 

争点 (2) (損害 額 ) に つい て 

本 件 アカ ウン ト の 作成 ・ 運 用 に つい て 

原告 は 、 本 件 アカ ウン ト の 作成 ・ 運 用 に よっ て 、 自 身 の 預 か り 知 ら な いと 
ころ で 、 自 己 の 肖像 や プラ イバシー に 係る 情報 を 暴露 され 、 一 定 の 精神 的 損 
害 を 被っ た も の と 認め られ る ( 甲 2 8) 。 し か し な が ら 、 他 方 で 、 胡 さ れ 


た 情報 は 、 既 に 、 自 身 が 公表 し て いる 情報 で も わっ て 、 新 た な 情報 は 認め られ 
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な いこ と 、 本 件 アカ ウン ト は 1 か 月 程度 で 閉鎖 され て いる こと 、 フ ォ ロ ワー 
は 2 名 で あり ( 甲 5) 、 広く 伝 所 し た と は いえ な いこ と (原告 は 、 投 稿 に 付 
され た ハッ シュ タグ を 理由 に 広く 伝播 し た 旨 主 張 す る が 、 こ れ を 裏付け る 証 
拠 は な く 、 採 用 で き な い 。) 、 被 告 が 本 件 アカ ウン ト を 作成 する に 至っ た 友 
景 に は 、 原 告 が 被告 を 執 失 に 観察 し 、 被 告 の プラ イベ ー ト に 係る 情報 等 を 投 
稿 し て いた こと も 影響 し て いた と 考え られ る こと ( 略 2、10、8、 弁 論 
の 人 趣旨 ) 等 を 総合 的 に 考慮 する と 、 原 告 が 被っ た 精神 的 損害 は 5 万 円 と 認 
め る の が 相当 で ある 。 
(2) 前 訴 の 提起 に つい て 
0 原告 は 、 被 告 か ら 前 訴 を 提起 され 、 そ の 中 で 、 本 件 投稿 が 名 芝 権 の 侵害 に 
、 当たる と 主張 され た こと に より 、 本 来 不要 な 応 許 、 立 証 等 の 負担 を 補っ た も 
の と 認め られ る 。 し か し な が ら 、 他 方 で 、 本 件 投稿 は 、 前 訴 の 中 で 、 不 法 行 
為 を 構成 する と 主張 され た 6 つの 投稿 の うち の 1 つ で ある こと 、 本 件 投稿 に 
係る 請求 は 、 前 訴 提起 か ら 1 か 月 半 程度 で 放棄 され て いる こと 、 前 訴 は 、 原 


由 oO うっ の ここ に 当たる と し て 認容 され て 


祝 は 5 0 万 円 ( 座 額 は 4 0 万 円 ) で ある こ と 等 が 認め られ 、 こ れ ら の 事情 
を 総合 的 に 考慮 する と 、 原 告 が 被っ た 精神 的 損害 は 5 万 円 と 認め る の が 相当 
Ii で の 。 
0 (3) 弁護 士 費 用 
本 件 事案 の 内 容 、 認 容 額 その 他 本 件 に 現れ た 一 切 の 事情 を 考慮 する と 、 被 
告 に よる 不法 行為 と 相当 因果 関係 の ある 弁護 士 費 用 は 1 万 円 と 認め る の が 相 
NG223. 
(4) 合計 11 万 円 
25 3 結論 
以上 に よれ ば 、 原 告 の 請求 は 、 主 文 の 限度 で 理由 が ある か ら 、 そ の 限度 で 認 
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容 し 、 そ の 余 は 理由 が な いか ら 研 却 す る こと と し 、 主 文 の と お り 判 決する 。 
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